別紙様式２－２－１
○○大学大学院○○研究科○○専攻
基準２－２（重点評価項目）　教育活動等の状況について自己点検・評価を行うための手順が明確に規定され、適切に実施されていること

分析項目２－２－１　自己点検・評価を実施するための評価項目が適切に設定されていること

【分析の手順】 
・自己点検・評価を実施するための評価項目が各法科大学院の実情に応じて適切に設定され、これに基づき自己点検・評価を行う手順が明確化されていることを確認する。

分析項目２－２－２　自己点検・評価に当たっては、具体的かつ客観的な指標・数値を用いて教育の実施状況や教育の成果が分析されていること

【分析の手順】 
・自己点検・評価の実施に当たり、各評価項目において、司法試験合格率、共通到達度確認試験の成績、標準修業年限内修了率、留年率等の具体的かつ客観的な指標・数値を用いて分析が行われていることを確認する。

分析項目２－２－３　自己点検・評価に当たっては、共通到達度確認試験の成績等も踏まえ、法学未修者に対する教育の実施状況及び教育の成果が分析されていること

【分析の手順】 
・共通到達度確認試験の成績等を踏まえて法学未修者の教育の実施状況について点検・評価を実施していることを確認する。


基準２－４（重点評価項目）　教育活動等の状況についての自己点検・評価に基づき教育の改善・向上の取組が行われていること

分析項目２－４－１　教育活動等の状況についての自己点検・評価の結果を踏まえて決定された対応措置の実施計画について、計画に基づいて取組がなされ、実施された取組の効果が検証されていること

【分析の手順】
・教育活動等の状況についての自己点検・評価の結果を踏まえて決定された対応措置の実施計画について、実施状況及び成果を確認する。

自己点検・評価の実施状況が確認できる資料（過去５年分）（別紙様式２－２－１）
	組織の名称
	自己点検・評価において改善・向上等の対応措置が必要とされた事項
	対応計画
	計画の
進捗状況
	前回評価の指摘事項

	
	年月
	評価項目
	内容
	分析の状況
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	☐　検討中
☐　対応中
☐　対応済
☐　その他
（　　　　）
	☐

	
	
	
	
	
	
	☐　検討中
☐　対応中
☐　対応済
☐　その他
（　　　　）
	☐


※指摘事項、意見など、自己点検・評価において、改善・向上等の対応措置が必要と確認された事項すべてについて記載してください。
※「組織の名称」の欄は、自己点検・評価委員会、教授会、ＦＤ委員会等の組織の名称を記載してください。
※「年月」の欄は、自己点検・評価において確認された年月を記載してください。
※「計画の進捗状況」の欄は、該当する状況に☑してください。
※「前回評価の指摘事項」の欄は、本評価時に「改善すべき点」として指摘された事項に該当する場合、☑してください。

